
20代 １名（３％）

30代 １名（３％）

40代 11名（33.3％）

50代 10名（30.3％）

60代 ８名（24.2％）

70代 ２名（6.1％）

１～５年 ８名（24.2％） 

６～10年 ６名（18.2％）

11～15年 ８名（24.2％）

16～20年 ６名（18.2％）

20年以上 ５名（15.2％）

東予 ４名（12.1％）

中予 25名（75.8％）

12.10% 南予 ４名（12.1％）

令和７年度 一般社団法人 愛媛県介護支援専門員協会

「認知症と高次脳機能障害」令和８年２月12日（木）  アンケート報告

             （参加者：39名 アンケート回答者：33名  回答率：84.6％）



居宅 32名（97％）

包括 ０名 

その他１名（３％）

会員 27名（87.9％）

非会員６名（12.1％）

満足 29名（87.9％）

どちらでもない

４名（12.1％）

上記と答えた理由を教えて下さい。  （22名の回答を集約）

①高次機能障害の原因と歴史を学び理解が深まった。

②わかりやすい内容であった。



③知りたかったことが少しでも理解でき、即実践に役立つ情報でした。

④認知症と高次機能障害の違いが理解できました。

⑤専門の医師のコメントが聞けたのが良かった。

⑥高次脳機能障害の振り返りができた。

⑦高次脳機能症がある方を担当させていただいており、情報をいただき、勉強させていただき

ました。

⑧高次機能障害と認知症の違い、歴史を学ぶ事も出来たし、事例でも自分も高次機能障害の

方を担当しているが、共感出来る部分はありました。

⑨先生の話や現場でのケアマネさんの苦労が良く理解できた。

⑩森先生のわかりやすい専門的所見、ケアマネに対する具体的アドバイス、ありがとうござい

ます。

⑪高次脳機能障害の方に対する、関わり方などを、もう少し詳しく聞きたかったです。

⑫講師の話しがよく聞こえなかったのと、資料も見づらかった。

⑬資料の文字がちいさすぎて見えないのが残念です。

活かせる 32名（97％）

どちらでもない １名（３％）

上記の理由を教えて下さい。  （20名の回答を集約）

①医療との連携が大切だと思う。

②高次脳機能障害で症状が出ている場合は、専門医の受診を積極的に行っていこうと思った。

③今日の事例のようなケースにあたった時には、本日習った事を生かす事ができると思います。

④支援の仕方の工夫につながる。

⑤暴力行為のあるかたの精神科受診。

⑥精神症状がある場合は、専門医を勧めるようにしたい。

⑦高次脳機能障害について、自身の理解の整理が進んだから。

⑧該当する利用者の担当になった時。

⑨よく分かった。

⑩その時の対応ができそう。



⑪工夫をしていく。

⑫既往歴に高次脳機能障害がある方に対しての対応方法が学べた。

⑬今回、高次機能障害の事で、内服治療の事や先生の話も聞けて良かったと思いました。

⑭相談があった際に相談窓口の提案や疾患の特徴について一緒に考えることが出来ると思いま

した。

⑮困ったときに参考にする。

⑯知識が増えたから

⑰今後の支援方法に具体的に役立てる事が出来ます。

今後、どんな研修テーマを希望しますか。興味・関心のある分野について教えて下さい。

                                   （10件の回答）

①ケアプラン連携システムついて学びたい。

②神経難病

③高次脳機能障害、認知症について勉強したい。

④緩和ケア、末期の心臓病や腎機能障害、呼吸器疾患などについての知識

⑤医療分野 

⑥身寄りのない高齢者支援

⑦障害分野と介護保険分野、どちらにもいかせる勉強会に参加したい。

⑧看取りや、AIの事

⑨困難事例、地域の相談窓口について

⑩障がい

その他（県協会へのご意見・ご希望など）

①いつもご苦労様です。機会があればまた参加させていただきます。

アンケートへのご協力ありがとうございました。 

皆様のご意見は、今後の当協会の活動に参考にさせていただきます。  

調査研究委員会


